
https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/shigikai/

No.197

テーマごとのグループに分かれて、意見を交わしま
した。
（場所　北鯖石コミセン）

活発に発言する参加者の皆さん

令和６（2024）年８月５日 発行
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《意見交換会》

〈４月22日～25日に11会場で実施しました〉

３つの調査研究テーマで
地域の皆さんと意見交換

・・��運転手不足について、市の広報で周知徹底し、
危機感を共有すべき。
・・��子どもたちが電車の魅力を知り、楽しめる企
画で、利用者の確保を図ってはどうか。
・・��せめて、将来にわたって、信越本線だけは残
してほしい。
・・��地域内公共交通を残すために、多少不便でも
住民が利用することが大切である。

・・��病院に通院するための利用が多い。通院が午
前中に終わればよいが、午後までかかってし
まうと帰りの手段が無くなってしまう。
・・��「あいくる」は路線バスと違い、乗り継ぎな
しで目的地まで行けるのが大きなメリット・
魅力である。
・・��「あいくる」の運行時間帯を拡大し、通院や
学生の放課後利用なども可能となるよう検討
をお願いしたい。

持続可能な地域公共交通� 総務常任委員会テーマ１

・・��支援の受け手の立場や事情に応じて、見つけ
やすく取り組みやすい支援が欲しい。
・・��補助金はないよりあった方が助かるしパッケー
ジとしてはいいが、産業支援が、補助金あり
きになっていないか。
・・��中小企業の賃上げに向けた支援が必要ではな
いか。
・・��新規就農者への支援は大事だが、継続してい
る人への支援も必要である。

・・��「エネルギーのまち柏崎」として、これから
は水素を活用したらいいのではないか。
・・��柏崎市に水素ステーションが欲しい。
・・��花火大会に多くの人が来るが、宿泊場所が少
ない上に料金が高く、市外へ行ってしまう。
・・��駅前の大々的な開発が必要と感じる。
・・��空き家を活用し、地元食材を活用した新しい
観光を考えていく。観光に携わる人、サポー
トする人材が必要。

産業支援の在り方� 産業建設常任委員会テーマ３

・・��夏休みに児童と一緒に「子ども安全マップ」
作りを行っている。
・・��「こども110番の家」に空き家がないか、新規
設置があるかなど、きちんと機能するように
状況をチェックしている。
・・��交通立哨や見守りに参加する人の保険加入が
必要ではないか。
・・��新１年生にＧＰＳ付き防犯ブザーの配布を考
えてもらえないか。

・・��冬場の通学路の歩道除雪がない区間があり、
近所の人がボランティアで行っている。
・・��児童クラブを小学校内に設置してほしい。
・・��遊具を入れ替えたいが、市の補助率が低い。
・・��統合で空いた校舎に老人施設と子どもの遊び
場を併設すれば、世代間交流ができる。冬場
の近場の遊び場にもなる。
・・��冬の遊び場については、コミセンを活用する
案もあるのではないか。

子どもを取り巻く環境の充実� 文教厚生常任委員会テーマ２

　いただいた意見について、担当委員会で協議しました。市の担当部局と
情報共有を図るとともに、議案審議や調査・研究に役立てていきます。 意見交換会
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《意見交換会》

Ａチーム（西山中・テーマ１）

Ｂチーム（鏡が沖中・テーマ１）

Ｃチーム（松浜中・テーマ２）

Ａチーム（五中・テーマ３）

Ｂチーム（北条中・テーマ２）

Ｃチーム（瑞穂中・テーマ３）

参加者132人、アンケートの回答率は約99％でした。

よかった わるかった

40～59歳
18 人

20～39歳
2 人

回答なし 3 人

初めて
78人

2回目
22人

3回目
16人

4回目以上 14人

60歳以上
108人

　意見交換会で取り上げてほしいテーマとして、「空き家対策」「まちの活性化」「原発再
稼働」「移住促進」などの回答がありました。
　皆さまの声を参考に、今後も有意義な意見交換の場を企画していきます。

アンケート結果より

あなたの年齢は？
Q

何度目の参加ですか？
Q

意見交換会はどうでしたか？
Q

回答なし １人

90％ 10％

87％ 13％

98％ 2
％

98％ 2
％

98％ 2
％
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Report
令和６（2024）年６月定例会議常任委員会での審査内容を
報告します

産業建設常任委員会 ■委員長　阿部　基　■副委員長　田邉優香
■委　員　山崎智仁・池野里美・三宮直人・相澤宗一・真貝維義

・・市道路線の廃止について

ほ場整備、市道再編と道路改良による10路線
の廃止。

・・市道路線の認定について

市道再編、道路改良とほ場整備による７路線の
認定。

２件の議案を審査しました。質疑はありませんでした。

概　要概　要

文教厚生常任委員会 ■委員長　春川敏浩　■副委員長　五位野和夫
■委　員　星野幸彦・三嶋崇史・西川弘美・重野正毅・上森　茜

２件の議案を審査しました。
・�・�家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例

保育施設における職員配置の最低基準を、満３
歳以上満４歳に満たない児童は「おおむね15
人につき１人」に、満４歳以上の児童は「おお
むね25人につき１人」に改正する。

　　現場への影響は。
　　�改正により保育士の負担が減り、子どもた
ちとの時間が増えるなどの効果があるもの
と考える。現在は私立・公立を問わず、今
回の配置基準を満たした職員配置となって
いる。

概　要

主な質疑

総務常任委員会 ■委員長　佐藤正典　■副委員長　近藤由香里
■委　員　布施　学・山本博文・持田繁義・佐藤和典・星野正仁

６件の議案を審査しました。

・�・�契約の締結について（高柳町総合センター解
体工事）

高柳町総合センターの解体工事を行うための契
約（３億3770万円）。

　　�工事期間を令和８（2026）年２月10日
までに設定した理由は。

　　�解体対象は高柳町総合センター集会所（地
下１階地上３階建て）、体育館（２階建て）、
清流苑（３階建て）と広範囲に及び、アス
ベストの除去も含むことから、工事期間を
議会議決日から600日に設定した。

主な質疑

概　要
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Report

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第５号）など、４件の議案について
審査しました。

予算決算常任委員会 ■委員長　重野正毅　■副委員長　持田繁義
※分科会長・副分科会長・委員は、各常任委員会の委員長・副委員長・委員と同じ。

・・中心市街地活性化事業（6500万円）

（仮称）柏崎セントラルガーデンを整備するた
めの基本設計業務委託料。

　　補正の理由と詳細は。
　　�事業手法をＤＢＯ方式から従来方式に変更

し、基本設計をするための委託費用。
　　�まちのにぎわい創出が目的であったと捉え
るが、市民の意見はどのように反映される
のか。

　　�にぎわい創出に資するものとして、再度基
本設計の中で検討していきたい。

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第５号）産業建設分科会

主な質疑

概　要

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第５号）総務分科会
・・地域おこし協力隊活用事業（100万円）
・・地域おこし協力隊活動経費（260万円）

おためし地域おこし協力隊制度を活用して、一
定期間の現地体験機会を設けて希望者を募るた
めの経費と採用後の活動経費。

　　現地体験と募集内容の詳細は。
　　�２泊３日程度の現地体験機会を設けてマッ
チングを図る。ミッション型協力隊員とし
て、水球のまち柏崎の推進に資する人材を
募集し、採用後はブルボンウォーターポロ
クラブ柏崎に委嘱して活動していただく。

概　要

主な質疑

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第５号）文教厚生分科会
・・子どもの屋内遊び場施設整備事業
　　（452万円）

柏崎ショッピングモール内の屋上駐車場の危険
箇所の補修と自動ドアの修繕を行う経費。

　　�第三セクターの建物の駐車場整備や自動ド
アの修繕費を、なぜ市が負担するのか。

　　�キッズマジック利用客が増加し、駐車場の
不足が見込まれる。現在閉鎖している屋上
駐車場と自動ドアを補修・修繕し、子ども
の屋内遊び場施設を一体的に整備すること
で市民ニーズに応えるものとするため、市
の負担として整備を行う。主な質疑

概　要

審査結果
YouTube
録画映像
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賛成×反対しました
私たちは

～６月定例会議で審議しました～

　柏崎市議会は、原発を再稼働させない柏崎刈羽
の会から提出された「原子力災害における実効性
ある避難計画の策定実現を求める請願」を審査し
ました。
　請願の趣旨は「原子力災害における柏崎市民の
被ばくを防ぎ、健康な生活を維持するため、市民
の被ばく線量が平常時の基準を超えないよう考慮

するなど、実効性ある避難計画を策定することを、
新潟県ならびに柏崎市に対して働きかけることを
求める」というものです。
　６月21日の本会議では６人の議員が討論を行
い、採決の結果、賛成５人・反対16人の賛成少数
で不採択となりました。討論の様子は、録画映像
で見ることができます。

～６月定例会議で審議しました～
原子力災害の避難計画に関する請願を不採択

請願
（PDF）

反対討論 賛成討論

近藤由香里（柏崎の風）
相澤　宗一（民社友愛）
真貝　維義（公明党）

佐藤　正典（社会クラブ・柏崎のみらい連合）
池野　里美（無会派）
持田　繁義（日本共産党柏崎市議員団）

議員賛否一覧（５月随時会議、６月定例会議の採決において賛否が分かれた議案など）

議決日 議案
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典
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浩
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維
義

６月21日
原子力災害における実効性あ
る避難計画の策定実現を求め
る請願

× × 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × × × × － × × × × ×

　　○は賛成　　　×は反対　　　柄沢 均議長は採決に加わりません。　　○は賛成　　　×は反対　　　柄沢 均議長は採決に加わりません。

議員の賛否状況
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人口減少対策人口減少対策 海底送電線海底送電線

質 問 40～50代の中年（現役）世代をター
ゲットとして、仕事と介護の両立支援、就職
氷河期世代の再就職応援に注力し、移住・定
住の推進、働き手確保を図ってはどうか。
……………………………………………………

回 答 国や市の制度により両立支援を行って
おり、誰もが働きやすい職場づくりに取り組
む企業を支援する。こうした施策について周
知し、移住・定住の推進につなげたい。

質 問 再エネ海底送電線の揚陸地が柏崎市に
誘致されることは、国策の一翼を担うことに
つながる。事業実現に向けての対応は。
……………………………………………………

回 答 市内では地形や地質調査が始まってお
り、着々と準備が進められている。海底送電
線の揚陸は柏崎市にとって大きなインパクト
となる。実現に向け、これまで以上に国や県
の関係機関への働きかけを行っていく。

　　中年（現役）世
代をターゲットとす
る施策を推進しては

誰もが働きやすい職場づく
りを支援・発信し、移住・
定住の推進につなげたい

他の
質問

身寄りのない人への支援の在り
方　ほか

　　再エネ海底送電
線事業の誘致に向け
た今後の対応は

実現に向け、これまで以上
に国や県の関係機関への働
きかけを行っていく

他の
質問

柏崎刈羽原子力発電所立地自治
体の憂

ゆううつ

鬱

近藤由香里近藤由香里 佐藤和典佐藤和典
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地域活性化地域活性化

ハラスメントハラスメント

放射線教育放射線教育

災害備蓄災害備蓄

質 問 2026年までに１万人とする総務省の
目標に対して、本市の受け入れ人数は活動中
の３人を含めて10人である。新規隊員の受
け入れを増やす考えはあるのか。
……………………………………………………

回 答 移住・定住に一定の効果が見込める制
度であり、積極的な活用を職員に指示した。
受け入れにはきめ細やかな対応が必要であ
る。増員を含めた方向性を整理したい。

質 問 全国的にハラスメントへの問題意識が
高まっている。各自治体が対策に乗り出す中
で、柏崎市の今後の取り組みは。
……………………………………………………

回 答 弁護士による市民向け研修、事業所で
の出前講座、市ＨＰでの情報提供などを実施
している。カスハラ対策として、４月から市
職員の名札を名字のみ表記とするなど、今後
も適正なハラスメント防止に取り組む。

質 問 災害時に冷静に行動するためには、原
子力発電や放射能、放射線の正しい知識・情
報が必要だ。
……………………………………………………

回 答 全小・中学校と市立保育園のほか、Ｐ
ＴＡや町内会など要望のあった団体・企業を
対象に原子力防災講座を開催していく。今年
度は高齢者・子ども・外国人にも分かりやす
いチラシを作成し、理解促進を図りたい。

質 問 飲食料品備蓄は最低３日、推奨１週間
分と防災ガイドブックに記載がある。現状を
把握し、発災初日は個人の備蓄で賄うという
考えを効果的に周知すべきではないか。
……………………………………………………

回 答 市民の防災意識は、令和４年度に内閣
府が実施した世論調査を参考にできると考え
る。今年度の防災ガイドブックの改訂では、
市民に理解してもらえるよう工夫する。

　　地域おこし協力
隊員数を増やす考え
は

制度の積極的な活用に向け、
増員を含めた方向性を整理
したい

他の
質問

国に要望した５カ所の避難道路
整備計画の見通し　ほか

　　柏崎市のハラス
メント対策

ハラスメント防止に向け、
市民・事業所・市職員への
啓発に取り組む

他の
質問

柏崎市の夏の観光

　　放射線を学ぶ環
境は今以上に整備す
る必要がある

原子力防災講座と新しい啓
発チラシでさらなる理解促
進を図る

他の
質問

熱中症の犠牲者をゼロに

　　家庭における防
災・減災対策と備蓄
の現状と課題

柏崎市民も全国調査と同程
度の対策をしていると捉え、
周知に努める

他の
質問

子育てしたくなる柏崎市を目指
して　ほか

池野里美池野里美山本博文山本博文

相澤宗一相澤宗一春川敏浩春川敏浩
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高齢者活躍支援高齢者活躍支援

鉄道高速化鉄道高速化

外国人住民対応外国人住民対応

遊び場の整備遊び場の整備

質 問 平均寿命・健康寿命の他、社会に貢献
する「貢献寿命」を延ばすことが注目されて
いる。就労・地域活動など、活躍する高齢者
への支援促進について見解を伺う。
……………………………………………………

回 答 柏崎市地域包括ケア計画に、担い手育
成と活動支援を掲げている。今後も高齢者が
地域貢献できる機会を提供し、暮らしを支え
合う地域の実現を目指す。

質 問 鉄道高速化構想（ミニ新幹線）早期実
現を市の最重要政策として位置付け、取り組
みを強化すべきではないか。
……………………………………………………

回 答 上越地域～柏崎～新潟を結ぶ鉄道高速
化実現には県や沿線自治体との広域的な連携
が不可欠。将来的な日本海（羽越）新幹線構
想を視野に、まずは糸魚川～直江津～柏崎～
長岡間の優等列車の充実に取り組む。

質 問 外国人住民の相談対応に、長岡市は自
動音声翻訳機など多言語対応ツールを活用し
ている。柏崎市でも外国人住民の相談内容を
速やかに把握するために、音声翻訳機などの
設置を検討すべきでないか。
……………………………………………………

回 答 他市の活用方法も研究し、多言語や通
訳に関する案内方法とコミュニケーション
ツールの導入を必要に応じて検討したい。

質 問 障害がある子もない子も一緒になって
遊べるインクルーシブ遊具の設置、利用しや
すいトイレの整備、車いすやベビーカーでも
一時的に日差しをよけて休める広い場所の確
保を行うべきだと考えるが見解を伺う。
……………………………………………………

回 答 今後リニューアルするキッズマジック、
都市公園での遊具更新の際にはインクルーシ
ブ遊具の設置を目指す。

　　貢献寿命の視点
から、高齢者活躍支
援をどう進めるか

地域包括ケア計画において
活躍の機会や体制づくりを
さらに進めていく

他の
質問

重層的支援体制整備事業　ほか

　　鉄道高速化構想
（ミニ新幹線）実現
に向けた強い決意は

県全体の一体感を醸成しな
がら、国やＪＲ東日本に対
して働きかけていく

他の
質問

自治体職員の退職者が増加して
いる問題

　　外国人住民のた
めに音声翻訳機など
の設置を

他市の活用方法も研究し、
必要に応じて検討したい

他の
質問

令和６年度介護報酬改定に伴う
課題　ほか

　　誰もが遊びやす
い場所の整備を

導入を目指す

他の
質問

医療的ケア児などの災害時電源
確保　ほか

佐藤正典佐藤正典

五位野和夫五位野和夫

上森　茜上森　茜

西川弘美西川弘美
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広域避難計画広域避難計画

農業用水不足農業用水不足

道の駅再整備道の駅再整備

広報の在り方広報の在り方

質 問 原子力災害に備えた柏崎市広域避難計
画では今後の課題として７項目が示されてい
るが、進捗を含めて現状はどうか。
……………………………………………………

回 答 市単独では解決が難しい課題は、国や
県など関係機関と協議を継続している。関係
機関との連携体制構築、国・県などからの支
援体制強化をより具体化し、順次計画に反映
していく。

質 問 昨年の高温渇水、年明けの地震、昨冬
の小雪など、複数の要因で今春の水稲耕作に
支障が出ている。現状の詳細な把握、今後の
支援に対して考え方はあるか。
……………………………………………………

回 答 新潟県が主体である柏崎地域農業振興
協議会と密に連携し、関係団体と情報の共有
を図る。被害状況の見える化を工夫し、迅速
な対応につなげられるよう努める。

質 問 今までの説明では不確定事項が多い。
特に重要な商業施設を整備する民間事業者と
の協議の進捗状況を確認する。状況によって
は立ち止まり再検討も必要と考える。
……………………………………………………

回 答 協議を重ねてきたが、さまざまな状況
変化により企業として採算が見込めないとし
て、土地の譲渡を含む道の駅事業への参画を
正式に断念するとの文書を受けた。

質 問 県内初の先端機器への補助をはじめ障
がい者支援事業を分かりやすく全市民に知ら
せる特集、「低所得者」など対象者に配慮す
べき表現など、広報紙の工夫が必要だ。
……………………………………………………

回 答 障害分野の各種制度はピックアップ記
事で紹介しており、利用者の声も掲載してい
く。国の制度とはいえ、市民の心情に寄り添
う表現となるよう工夫する。

　　柏崎市広域避難
計画の残された７項
目の課題の進捗は

国・県などからの支援体制
の強化をより具体化させ、
計画に反映していく

他の
質問

　　今春の水稲耕作
用水の不足原因と今
後の支援

柏崎地域農業振興協議会と
連携し現状の把握に努め、
迅速な対応につなげる

他の
質問

企業版ふるさと納税

　　道の駅商業施設
の整備に向けた協議
の進捗状況

諸事情により、民間事業者
は進出を断念することに
なった

他の
質問

　　市民の気持ちに
寄り添った「広報か
しわざき」の工夫を

市民生活の安心感と利便性
の向上を図るべく、広報紙
の作成に努める

他の
質問

柏崎刈羽原発の再稼働をめぐる
諸情勢　ほか

山崎智仁山崎智仁 持田繁義持田繁義

星野正仁星野正仁星野幸彦星野幸彦
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　社会科で「政治の働き」をテーマに学ぶ大洲小学校６年生が、６月定例会議一般質問の傍聴に訪れました。
地元市議会議員を講師に政治や市議会・議員の働きについて学ぶ授業を行うなど、事前学習をした上で傍
聴に臨みました。
　当日は他の傍聴者と同じように、一人ずつ傍聴受付票を受付箱に投函して、傍聴席に入りました。質問
と答弁の内容は、小学生には少し難しかったようですが、行政と議会・議員がどのような役割を担ってい
るのか、雰囲気を感じてもらえたと思います。実際の現場を見ることが、学校での学習と将来の主権者と
しての意識醸成に役立つことを願っています。

■小学生が一般質問を傍聴しました

一般質問の開始を待つ小学生（議場傍聴席） 傍聴を終えた小学生（議場傍聴席入口）

小学生が
傍聴

部活動地域移行部活動地域移行 人口減少対策人口減少対策

質 問 部活動地域移行が本格実施される令和
８年度以降の参加費や指導者への謝礼などの
受益者負担について、軽減策として部活動に
特化した就学支援制度の創設などを検討でき
ないか。
……………………………………………………

回 答 支援制度の創設は、公平性を欠くため
難しい。適応期間を令和７年度までとする補
助金の継続を、国や県へ要望していく。

質 問 10年前に消滅可能性都市リストに掲
載されたが、今回の「持続可能性」分析レポー
トで脱却できたことの受け止めは。
……………………………………………………

回 答 楽観できる状況ではなく、引き続き人
口の減少数を抑制する施策を継続する必要が
ある。今後想定される変化や課題を見通しな
がら、市民・事業者・行政の協働による持続
可能なまちづくりが求められる。

　　部活動地域移行
本格実施後の受益者
負担軽減策を

国・県への要望をしていく

他の
質問

「令和の日本型学校教育」が目
指す教育と柏崎市の取り組み

　　柏崎市が消滅可
能性都市から脱却で
きたことの受け止め

人口減少数を可能な限り抑
制する施策を継続していく

他の
質問

米山検校、酷暑を乗り切るため
の稲作の技術体系　ほか

布施　学布施　学田邉優香田邉優香
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■議場で呈茶が行われました

　６月10日の本会議前に、柏崎茶道会の皆さんによる呈茶が行われ、市長ら三役と共に、議員にお茶が振
る舞われました。前回の平成30（2018）年からおよそ６年ぶり、新しい議場では初めての実施となりま
した。
　柏崎茶道会は、流派の枠を超えた茶
道愛好家の集まりです。国宝級の展示
品でお茶をいただけることで有名な木
村茶道美術館もある柏崎市で、茶道普
及のために活動されています。
　静かにお茶をいただき、日本の伝統
文化の奥深さと文化振興の大切さを感
じることができました。柏崎茶道会の
皆さん、ありがとうございました。

令和５（2023）年５月～令和６年（2024）年３月

政務活動費収支報告

　議員１人当たり月額４万円の政務活動費を交付し、残額は市に返還しました。領収書などの写しを
含む収支報告書をホームページで公開しています。

政務活動費収支報告額一覧 （単位：円）

会　　派 所属議員数 交付額 支出額 残　額

柏崎の風 ９ 3,960,000 2,036,353 1,923,647

柏盛クラブ ２ 880,000 578,754 301,246

社会クラブ・柏崎のみらい連合 ２ 880,000 221,944 658,056

公明党 ２ 880,000 670,363 209,637

日本共産党柏崎市議員団 ２ 880,000 233,913 646,087

民社友愛 ２ 880,000 721,925 158,075

自治研究会 ２ 880,000 102,530 777,470

暮らしと笑顔＊ １ 440,000 132,688 307,312

合　　計 22人 9,680,000 4,698,470 4,981,530

（＊） 会派に所属しない議員に政務活動を交付する際に使用する名称であり、通常の会派ではありません。

呈 茶
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「議会改革度調査2023」総合ランキングで
県内１位にランクインしました

　早稲田大学マニフェスト研究所が実施した議会改
革度調査2023の結果が発表され、柏崎市議会は総
合ランキングで全国1562議会中45位にランクイ
ンしました。昨年度から２ランクアップし、新潟県
内では初めて１位となりました。
　分野別では、「情報共有」分野が40位（県内１位）、

「住民参画」分野が106位（県内２位）、「議会機能
強化」分野が50位（県内１位）という結果でした。
　全国ランキングは過去最高順位に及びませんでし
たが、こうした外部評価も一つの励みに、「市民の
信託に応える合議体たる議会づくり」に向けて取り
組んでまいります。

議会改革度調査総合ランキング

年 2019 2020 2021 2022 2023

全国 27位 82位 65位 47位 45位

県内 ２位 ２位 ２位 ２位 １位

議会改革度
調査2023

議会改革の
あゆみ

topics
市民との意見交換会を
10月15日に開催します

　令和６（2024）年度２回目の市議会意見交換会
を開催します。詳細は、市議会ホームページに掲載
するとともに、９月に町内会回覧します。
　昨年秋と今年春に続き、常任委員会の調査・研究
がテーマです。12月定例会議での提言取りまとめ目
前となる今回は、経過報告に対する意見をいただき
たいと考えています。

令和５（2023）年 秋の意見交換会（産業文化会館）
● テーマ３（産業建設常任委員会）
 産業支援の在り方

● テーマ２（文教厚生常任委員会）
 子どもを取り巻く環境の充実

● テーマ１（総務常任委員会）
 持続可能な地域公共交通

会　場 産業文化会館

日　時 10月15日（火）午後７時～８時30分
 （午後６時30分受付開始）

意見交換
テーマ
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■５月随時会議を開催しました
　５月21日の随時会議で、総額1656万5000円の令和６（2024）年度
一般会計補正予算（第４号）など、８件の議案が可決されました。補正
予算には、耐震診断・耐震補強工事に対する補助金や、津波ハザードマッ
プの改訂と全戸配布の費用などが含まれます。 議案・議決結果

CHECK!CHECK!

１

ギカイのうごき

　昨年10月に発生した水難救助訓練中の
事故による消防士の死亡について、総務
常任委員会で調査を行いました。昨年11
月から３回にわたる消防本部からの報告
を基に質疑と協議を重ね、原因究明と再
発防止に向けた市の対応について調査し
ました。所管事務調査報告書としてまと
め、４月30日に議長に報告しました。

～総務常任委員会で調査しました～
訓練中の消防士死亡に関する調査結果を報告

４月24日総務常任委員会

～６月20日に見学会が行われました～
Ｌｉｖｅ119の導入を前に高機能消防指令センターを見学CHECK!CHECK!

2
　２年前に導入した「ＮＥＴ119」や運用開始
直前の映像情報システム「Ｌｉｖｅ119」などに
よる、緊急通報の入電から出動指令までのシ

潜水資機材の説明（講堂）指令機器などの説明（指令室隣の見学スペース）

報告書
（PDF）

ミュレーションを見学しました。さらに、各
種指令システムの整備状況と潜水資機材の説
明を受けました。
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■議案審査以外の活動事例（内容）

４月16日（火） 産業建設常任委員と柏崎観光協会正副会長との意見交換会

４月24日（水） 総務常任委員会（所管事務の調査）

４月26日（金） 総務常任委員会（所管事務の調査）

５月21日（火） 柏崎刈羽原子力発電所に関する
調査特別委員会第一部会勉強会

５月27日（月） 産業建設常任委員協議会（都市整備部からの報告）

５月29日（水） 総務常任委員協議会（消防本部からの報告）

６月14日（金） 産業建設常任委員協議会（都市整備部・産業振興部からの報告）

６月17日（月） 文教厚生常任委員協議会（子ども未来部・教育委員会からの報告）

６月18日（火） 総務常任委員協議会（総合企画部・財務部からの報告）

前月までの
議会の日程

■点字訳・音声訳のギカイのとびらがあります
　申し込みは市役所１階福祉課へ。
　　TEL 21－2299
　　FAX 21－1315

点訳・音訳

～議会図書室の機能強化と活用促進に取り組んでいます～
CHECK!CHECK!

3
　柏崎市議会は、令和３（2021）年度に作成し
た議会図書室アクションプランに沿って、図書
室の機能強化と環境整備に取り組んでいます。
　令和４（2022）年度から議会事務局を通して
市立図書館のレファレンスサービスを利用でき
るようになりました。サービスの利用促進と議
会活動の活性化のために、このたび２回目の説
明会を開催しました。

レファレンスサービス説明会を開催

６月21日（委員会室）
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議会広報広聴常任委員会
委員長　　星野幸彦
副委員長　三宮直人
委員
山崎智仁　三嶋崇史　近藤由香里
西川弘美　五位野和夫　相澤宗一
阿部　基　春川敏浩

議会広報広聴常任委員

五位野和夫

　市議会だより「ギカイのとびら」
の編集に関わる議会広報広聴常任
委員会に所属して１年が経過しまし
た。
　特に市民の皆さまの声を直接お
聞きする意見交換会は、自分の見
識や認識を大きく広げる機会と
なっています。

　お聞きした市政のさまざまな課
題や要望は年々変化し、多様化し
ていると感じています。
　時代の変化に対応できるよう、
精進してまいります。

編集後記 次回発行は 12月５日
お楽しみに

■リンクのデザインを統一しました
　市議会を含む柏崎市公式ホームページへのリンクは
青い枠 　　　　 、外部サイトは黄色　　　　　に、
案内のデザインを統一しました。

本会議・委員会は、どなたでも自由に傍聴できます。
本会議・委員会は、インターネット中継でご覧いただけます。
録画映像と会議録も公開しています。

中継・傍聴・
会議録

変更の場合はホームページでお知らせします。本会議は午前10時に開会します。

定例会議の予定9月
日 月 火 水 木 金 土

９/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

　 　 　 本会議
議案説明･質疑･付託

委員会･分科会
産業建設・文教厚生･総務　

（議案補足説明）

委員協議会･作業部会
産業建設・文教厚生･総務　

（論点整理）

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
（一般質問･予備日） 

委員会
予算決算

委員会 ･ 分科会
産業建設

　
（敬老の日）

委員会 ･ 分科会
産業建設

委員会 ･ 分科会
文教厚生

委員会 ･ 分科会
総務

委員会
予算決算

（予備日） 

　
（振替休日）

本会議
委員長報告･採決

分科会
総務

（現地視察）

分科会
総務

分科会
総務

分科会
産業建設

（現地視察）

分科会
産業建設

分科会
文教厚生

（現地視察）

分科会
文教厚生

　
（分科会･予備日）

委員会
予算決算

本会議
委員長報告･採決

議会日程


